
第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

事業
じ ぎ ょ う

・施策
し さ く

1

内容
な い よ う

担当課
た ん と う か

2021(令和
れ い わ

3)年度
ね ん ど

実績
じっ せき

2022(令和
れ い わ

4)年度
ね ん ど

実績
じっ せき

2023(令和
れ い わ

5)年度
ね ん ど

実績
じっ せき

2024(令和
れ い わ

6)年度
ね ん ど

実績
じっ せき 4年

ね ん

間
か ん

の自己
じ こ

評価
ひょ うか

（区分
く ぶ ん

S～D)
課題
か だ い

・成果
せ い か 今後

こ ん ご

の方向性
ほうこう せい

(区分
く ぶ ん

1～5)
今後
こ ん ご

の方向性
ほうこう せい

の内容
ない よう

市民課
し み ん か ポルトガル語

ご

144件
け ん

・スペイン語
ご

121件
け ん

の翻訳
ほん やく

を実施
じ っ し

した。

ポルトガル語
ご

108件
け ん

・スペイン語
ご

68件
け ん

の翻訳
ほん やく

を実施
じ っ し

。

ポルトガル語
ご

８３件
け ん

・スペイン語
ご

6

７件
け ん

の翻訳
ほん やく

を実施
じ っ し

。

ポルトガル語
ご

125件
けん

・スペイン語
ご

112件
けん

・英語
えいご

8件
けん

・ベトナム語
ご

4

件
けん

・中国語
ちゅうごくご

3件
けん

・インドネシア語
ご

1

件
けん

の翻訳
ほんやく

を実施
じっし

。

B:達成度50～

69%

・ポルトガル語
ご

、スペイン語
ご

以外
いがい

の

言語
げんご

の翻訳
ほんやく

は、対応
たいおう

可能
かのう

な登録
とうろく

翻訳
ほんや

者
くしゃ

が少
すく

なく、受付
うけつけ

できる件数
けんすう

が少
すく

な

い。そのため、言語
げんご

によって提供
ていきょう

で

きる情報
じょうほう

に差
さ

が出
で

ている。

・毎年度
まいねんど

やさしい日本語
にほんご

研修
けんしゅう

を数名
すうめい

ずつ受講
じゅこう

しているが、人数
にんずう

が少
すく

な

く、全庁的
ぜんちょうてき

な普及
ふきゅう

にはなっていな

い。

3:修正

・インドネシア語
ご

、ベトナム語
ご

など、住民
じゅうみん

が増加
ぞうか

している言語
げんご

の翻訳
ほんやく

が簡単
かんたん

にできる体制
たいせい

を整
ととの

え

る。

・全職員
ぜんしょくいん

を対象
たいしょう

としたやさしい日本語
にほんご

研修
けんしゅう

を行
おこな

う。

・ルビふりについては、スマートフォンの自動
じどう

翻
ほ

訳
んやく

機能
きのう

が普及
ふきゅう

してきたため、必要性
ひつようせい

について検討
けんとう

が必要
ひつよう

。

基本
き ほ ん

施策
し さ く

1　情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

行政
ぎょうせい

サービス・制度
せ い ど

の周知
し ゅ う ち

を多言語
た げ ん ご

・やさしい日本語
に ほ ん ご

にて実施
じ っ し

各種
か く し ゅ

案内
あ ん な い

や通知
つ う ち

など、行政
ぎょうせい

サービスや制度
せ い ど

の周知
し ゅ う ち

を多言語
た げ ん ご

、ルビふり、やさしい日本語
に ほ ん ご

を用
も ち

いて行
おこな

います。

S:計画以上の達成

A:達成度70～100%

B:達成度50～69%

C:達成度30～49%

D:達成度29%以下

1:拡大

2:継続

3:修正

4:休止

5:完了（事業の目的を達成）

4年間の実績と評価について、「多文化共生の視点

から」振り返り、課題や良かった点などを具体的に

記入してください。記入の際は、達成度の理由や原

因について、できる範囲で分析してください。

「今後の方向性」入力例

4年間の評価がA以上なら「拡充or継続or修正or完

了」

4年間の評価がB以下なら「修正」

課題等を踏まえて、今後の方向性について次期計

画への掲載を意識して記入してください。

（次期計画の具体的な施策内容については、来年

度夏頃から本格的に検討します）

併せて依頼している②令和6年度実績報告及び令

和7年度取組計画入力シートから、【令和6年度実

績】欄を転記してください。

令和3～5年度の実績報告書から転記しています。

訂正する場合は、赤字見え消しで入力してください。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

事業・施策1

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課
ポルトガル語144件・スペイン語
121件の翻訳を実施した。

ポルトガル語108件・スペイン語
68件の翻訳を実施。

ポルトガル語８３件・スペイン語6
７件の翻訳を実施。

ポルトガル語125件・スペイン語
112件・英語8件・ベトナム語4
件・中国語3件・インドネシア語1
件の翻訳を実施。

B:達成度50～
69%

・ポルトガル語、スペイン語以外の
言語の翻訳は、対応可能な登録翻訳
者が少なく、受付できる件数が少な
い。そのため、言語によって提供で
きる情報に差が出ている。
・毎年度やさしい日本語研修を数名
ずつ受講しているが、全庁的な使用
はできていない。

3:修正

・インドネシア語、ベトナム語な
ど、住民が増加している言語の翻訳
体制の充実。
・全職員を対象としたやさしい日本
語研修の実施。
・ルビふりについては、スマート
フォンの自動翻訳機能が普及してき
たため、必要性について検討。

税務課

・滞納整理の訪問時に、ビデオ通訳
タブレットを持参するようにした。
（利用実績は0件だった。）
・納税通知は翻訳した文書を添付し
ている。
・電話での連絡には通訳を依頼して
いる。

・技能実習生等の帰国後に通知され
る、税金の未納対策について、商工
会と連携し納税について理解を深め
てもらう方法を検討したが、法律上
の制約が多く、新たな進展はなかっ
た。
・納税通知は翻訳した文書を添付し
ている。
・電話での連絡には通訳を依頼して
いる。

・税金を滞納している人への通知書
（一部）について既存の言語（ポル
トガル語、スペイン語）に加えて、
新たに英語、中国語、ベトナム語版
を追加した。
・郵送での証明書交付についての説
明を、電話通訳サービスを利用して
行った。
・納税通知は翻訳した文書を添付し
ている。
・電話での連絡には通訳を依頼して
いる。

・昨年度に引き続き外国人滞納者へ
翻訳した通知文書を送付した。
・窓口説明時には市の通訳を活用し
た。
・電話対応時はポルトガル、スペイ
ン語の場合は市の通訳を活用し、そ
の他の言語の際は電話通訳サービス
を利用し、説明を行った。

A:達成度70～
100%

全ての言語での詳しい説明は難し
く、対象者の多い言語中心で対応を
している。
東南アジアを中心に通訳・翻訳体制
が整っていない言語もある。

2:継続
多言語化の促進及び説明内容の詳細
化を進めていきたい。

建築住宅課

・市営住宅の募集や管理関係の文書
をポルトガル語とスペイン語に翻訳
している。
・窓口対応時に通訳を依頼してい
る。

・スマートフォンなどから市営住宅
の不具合を連絡できるシステムをポ
ルトガル語・スペイン語で利用開始
した。
・市営住宅の募集や管理関係の文書
をポルトガル語とスペイン語に翻訳
している。
・窓口対応時に通訳を依頼してい
る。

・市営住宅の募集や管理関係の文書
をポルトガル語とスペイン語で配
布。
・窓口対応時に通訳を依頼。
・スマートフォンなどから市営住宅
の不具合を連絡できるシステムをポ
ルトガル語・スペイン語で提供。

・市営住宅の募集や管理関係の文書
をポルトガル語とスペイン語で配
布。
・窓口対応時に通訳を依頼。
・スマートフォンなどから市営住宅
の不具合を連絡できるシステムをポ
ルトガル語・スペイン語で提供。

A:達成度70～
100%

特になし 2:継続 引き続き、同じ取り組みを続ける。

基本施策1　情報提供の充実

行政サービス・制度の周知を多言語・やさしい日本語にて実施

各種案内や通知など、行政サービスや制度の周知を多言語、ルビふり、やさしい日本語を用いて行います。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策1　情報提供の充実

事業・施策2

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

秘書広報課

公式LINEでやさしい日本語のお知ら
せを選んで受信できるよう機能拡充
した。
市ウェブサイトのトップページに、
多言語ページへのバナーを設置し
た。
ウェブサイトで多言語翻訳機能を引
き続き提供した。

引き続き、ウェブサイトでの多言語
翻訳機能および多言語ページへのバ
ナーの設置、公式LINEでやさしい日
本語のお知らせを選べる機能の提供
を行った。

引き続き、ウェブサイトでの多言語
翻訳機能および多言語ページへのバ
ナーの設置、公式LINEでやさしい日
本語のお知らせを選べる機能の提供
を行った。

引き続き、ウェブサイトでの多言語
翻訳機能および多言語ページへのバ
ナーの設置、公式LINEでやさしい日
本語のお知らせを選べる機能の提供
を行った。

A:達成度70～
100%

特になし 2:継続

引き続き、ウェブサイトでの多言語
翻訳機能および多言語ページへのバ
ナー設置、公式LINEでのやさしい日
本語のお知らせを選べる機能の提供
を行う。

市民課

市公式LINEでやさしい日本語での発
信を開始した。
・市ウェブサイトでやさしい日本語
の情報を発信した。
・多言語Facebookでポルトガル
語、スペイン語、やさしい日本語の
情報を発信した。

・市ウェブサイト、市公式LINEでや
さしい日本語の情報を発信。
・多言語Facebookでポルトガル
語、スペイン語、やさしい日本語の
情報を発信。

・市ウェブサイト、市公式LINEでや
さしい日本語の情報を発信。
・多言語Facebookでポルトガル
語、スペイン語、やさしい日本語の
情報を発信。

・市ウェブサイト、市公式LINEでや
さしい日本語の情報を発信。
・多言語Facebookでポルトガル
語、スペイン語、やさしい日本語の
情報を発信。

A:達成度70～
100%

・多言語Facebookは登録者数が多
く、よく利用されている。
・市役所内で、多言語の情報発信
ツールがあることが普及していな
い。

2:継続

・市ウェブサイト、市公式LINE、多
言語Facebookでの情報発信を継
続。
・動画など効果的な情報発信方法を
検討。
・市役所各課へ、多言語の情報発信
ツールについて周知し、発信される
情報を増やしていく。

多言語ウェブサイトの充実とＳＮＳを利用した情報発信

市ウェブサイトやSNSなど様々な情報媒体を活用し、多言語での情報提供の充実を図ります。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策1　情報提供の充実

事業・施策3

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課

・市公式LINEでの発行、お知らせを
開始した。
・ポルトガル語450部、スペイン語
230部、ルビふり日本語20部発行
した。

ポルトガル語450部、スペイン語
230部、ルビふり日本語20部発
行。

ポルトガル語450部、スペイン語
230部、ルビふり日本語20部発
行。

ポルトガル語4７0部、スペイン語
230部、ルビふり日本語20部発
行。

A:達成度70～
100%

・インドネシア語、ベトナム語など
住民が増加している言語の発行がな
く、情報格差ができていること。
・発行部数が大きく増加していない
こと。

3:修正

・インドネシア語、ベトナム語な
ど、住民が増加している言語の広報
媒体について検討する。
・ルビふりについては、スマート
フォンの自動翻訳機能が充実してき
ているため、必要性について検討。

事業・施策4

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課
（市民協働課）

・生活ガイド動画の利用開始した。
（外国人総合窓口で視聴、
YouTube、チラシを転入手続き時
に配布）
・ガイドブックの掲載情報を見直
し、災害時の対応や子育て情報、介
護保険や後期高齢者医療保険につい
ての情報を充実させた。
・生活ガイドブックを転入手続き時
に配布した。

生活ガイドブック、生活ガイド動画
のチラシを転入手続き時 に配布。

生活ガイドブック、生活ガイド動画
のチラシを転入の手続きに配布。

・生活ガイドブック、生活ガイド動
画のチラシを転入の手続きに配布。
・生活ガイドブックの更新。
・生活ガイドブックのレイアウトを
見直し、言語ごとに見やすくした。
・生活ガイドブックをウェブサイト
へ掲載。

A:達成度70～
100%

・生活ガイド動画の利用開始や、生
活ガイドブックの提供情報の更新を
継続的に行うことができた。
・生活ガイド動画や、生活ガイド
ブックの周知を、転入手続き時のチ
ラシ配布やウェブサイトにより行っ
ているが、十分に知られていない。

2:継続
・多言語版生活ガイドの更新を継続
し、内容の充実を図る。
・周知方法の改善。

多言語版広報紙の発行・配布

外国人市民に必要・有益な情報を提供するために、多言語版広報紙を毎月発行し、配布します。

多言語版生活ガイドによる情報提供

多言語版生活ガイドブックを作成し、転入手続き時などに配布します。また、多言語版生活ガイド動画を活用し、転入者に役立つ情報を提供します。
必要に応じて提供する情報を精査し、内容の充実を図ります。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策1　情報提供の充実

事業・施策5

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課

・外国人総合窓口でのビデオ通訳タ
ブレット利用を開始した。
・外国人総合窓口員を３名配置した
（ポルトガル語2名、スペイン語１
名）。
・外国人相談窓口連携研修会 へ参加

・外国人総合窓口員を３名配置（ポ
ルトガル語2名、スペイン語１
名）。
・ビデオ通訳サービスを利用した案
内。
・外国人相談窓口連携研修会へ参
加。

・出入国在留管理庁通訳支援事業を
各所属に案内した。
・外国人総合窓口員を３名配置（ポ
ルトガル語2名、スペイン語１
名）。
・ビデオ通訳サービスを利用した案
内。

・出入国在留管理庁通訳支援事業を
各所属に案内した。
・外国人総合窓口員を３名配置（ポ
ルトガル語2名、スペイン語１
名）。
・外国人総合窓口員が研修を受講。
・ビデオ通訳サービスを利用した案
内。

S:計画以上の達成

・ポルトガル語、スペイン語を話す
住民に、外国人総合窓口の利用が浸
透している。それ以外の言語の住民
による利用は、ビデオ通訳サービス
導入前より増加。

2:継続

・外国人総合窓口の広報充実
・外国人総合窓口員のスキルアップ
を継続。
・ビデオ通訳サービスの使用継続

事業・施策6

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課

・市役所でのビデオ通訳サービス利
用を開始した。
・ビデオ通訳22件、機械通訳25件
の利用があった。

ビデオ通訳44件、機械通訳16件の
利用。

ビデオ通訳１７件、機械通訳３０件
の利用。

ビデオ通訳15件、機械通訳20件の
利用。

S:計画以上の達成

・令和3年度にビデオ通訳サービス
を導入し、通訳を配置していない言
語の住民による外国人総合窓口の利
用増加や市役所各課窓口での説明対
応に役立っている。
・利用実績が減少傾向にある。

2:継続

・最新の動向や他自治体の活用方法
などを調査・研究しながら、通訳・
翻訳サービスを活用していく。
・導入したサービスが市役所各課で
利用されるよう説明会を行う。

公共窓口における通訳・翻訳技術の活用についての調査・研究

翻訳機や翻訳アプリの公共施設における利用を推進します。また、通訳・翻訳サービスの活用について、最新の動向や他自治体の活用方法などを調査・研究します。

外国人総合窓口の運営と充実

外国人総合窓口を運営し、各種手続の補助や生活に係る情報提供、及び相談受付を行います。
地域の外国人市民を外国人総合窓口員に積極的に登用し、研修などによりスキルアップに取り組みます。また、外国人市民の国籍や使用言語の多様化について検討します。
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基本施策1　情報提供の充実

事業・施策7

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課
・登録通訳者が在宅で翻訳作業がで
きるよう規程を見直した。
通訳者派遣件数：31件

通訳者派遣件数3５件。新規登録通
訳者1人。

通訳者派遣件数37件。新規登録通
訳者1人。

・通訳者派遣件数58件。新規登録
通訳者はなし。
・自治会連合会事業において、事業
を周知。

A:達成度70～
100%

・事業活用件数は増加し、新規に通
訳者を登録することができた。

2:継続
・自治会等、地域コミュニティの活
性化に利用されるような制度として
いく。

事業・施策8

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課

・防災ほっとメール「やさしい日本
語」の配信を、湖西市公式LINEで開
始した。
静岡県主催のやさしい日本語研修参
加者を募集し3名の参加を予定して
いたが、新型コロナウイルス感染症
の流行により中止となった。

静岡県主催のやさしい日本語研修に
６人の市役所職員が参加。

静岡県主催のやさしい日本語研修に
３人の市役所職員が参加。

静岡県主催のやさしい日本語話し方
研修に5人の市役所職員が参加。や
さしい日本語が必要な背景や意義、
やさしい日本語の基礎を学んだ。

C:達成度30～
49%

・市役所職員の研修参加を通し、市
の業務でのやさしい日本語使用を推
進したが、参加人数が少なく、全庁
的なやさしい日本語の使用はできて
いない。
・市民に対する啓発はできていな
い。

2:継続
・職員を対象としたやさしい日本語
研修を行う。
・市民への啓発を実施する。

やさしい日本語の活用

市の業務において「やさしい日本語」による通知の作成や窓口対応を推進します。また、市民に対して啓発を実施し、やさしい日本語の活用への理解促進を図ります。

外国語通訳者派遣事業の推進

外国語通訳者派遣事業の周知により事業の活用を促進するとともに、地域の外国人市民の通訳者としての登録を増やすよう努めます。
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事業・施策9

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課
湖西国際交流協会に委託し、在住外
国人のための日本語教室を開催し
た。

湖西国際交流協会に委託し、在住外
国人のための日本語教室を開催し
た。

日本語教育推進会議を開催し、市が
実施する日本語教室の課題や改善点
について協議、提言をいただいた。
委託事業として（湖西国際交流協会
が受託）、在住外国人のための日本
語教室を開催した。

委託事業として（湖西国際交流協会
が受託）、外国人のための日本語教
室を開催した。

A:達成度70～
100%

・委託事業として、大人を対象とし
た日本語教室を毎年度開催し、多く
の参加者がいる。（R3;45人、
R4;74人、R5;96人、R6;89人）
・日常生活を送るために必要な日本
語の習得ができるよう、コースデザ
インを改善していくことが必要。

3:修正
地域日本語教育推進方針に沿った、
コースデザインの改善を行い、大人
の日本語教育を充実させる。

産業振興課
静岡県主催「令和3年度外国人技能
実習生日本語研修」の共催した。
（参加人数19人）

静岡県主催「令和4年度外国人技能
実習生日本語研修」の共催した。
（参加人数5人）

静岡県主催「令和5年度外国人技能
実習生日本語研修」の広報に協力し
た。

静岡県主催「令和７年度外国人技能
実習生日本語研修」を共催した。
（参加人数14人）

A:達成度70～
100%

毎年共催の希望を出しているが、希
望市町数が多い場合は、毎年実施す
ることができない。

2:継続

湖西市内で実施されれば、市内在住
の外国人技能実習生の負担軽減に繋
がるため、引き続き共催希望を行
う。

事業・施策
10

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課
・市ウェブサイトに、市内で公的機
関が行っている日本語教室の情報を
掲載開始した。

市ウェブサイト、多言語Facebook
にて、市内で公共機関が行っている
日本語教室の情報を掲載。

市ウェブサイト、多言語Facebook
にて、市内で公共機関が行っている
日本語教室の情報を掲載。

市ウェブサイト、多言語Facebook
にて、市内で公共機関が行っている
日本語教室の情報を掲載。

A:達成度70～
100%

市の広報媒体を利用した情報提供は
計画どおり実施できている。企業に
対する効果的な情報提供の方法を検
討する必要がある。

2:継続

・市の広報媒体を利用し、市内で公
共機関が行っている日本語教室の情
報を提供する。
・企業への効果的な情報提供方法に
ついて検討する。

基本施策2　日本語の学習支援

日本語の学習機会の提供

日本語初級者に対する生活者としての日本語教室を開催し、外国人市民が日常生活を送るために必要な日本語を習得することを支援します。

日本語教室の情報提供

日本語の学習を希望する外国人市民や従業員の日本語学習を支援する企業に対し、ウェブサイトやＳＮＳにより日本語教室の情報を提供します。
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基本施策2　日本語の学習支援

事業・施策
11

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課 なし なし

日本語教育推進会議を開催し、市が
実施する日本語教室の課題や改善点
について協議、提言をいただいた。
（再掲）

・日本語教育推進方針の策定に向
け、市民意識調査を実施した。
・外国人市民を雇用する事業所に、
日本語教育の状況について聞き取り
を行った。

A:達成度70～
100%

・日本語教育推進会議の設置によ
り、学識経験者の助言のもと、市内
の日本語教育関係者が課題等につい
て協議することができた。
・外国人市民を雇用する企業との連
携・協力が不足している。

1:拡大

・地域日本語教育コーディネーター
を配置し、コーディネーターを中心
とした日本語教育推進体制を整えて
いく。
・外国人市民を雇用する企業との連
携・協力を進める。
・日本語支援者養成講座を継続。

日本語教育の推進に係るの整備

市、湖西国際交流協会、日本語教室、外国人市民を雇用する企業、外国人市民の生活支援を行う団体など市内の日本語教育関係者が、連携・協力して日本語教育を推進できる体制整備に努めます。
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事業・施策
12

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

学校教育課
就学年齢の外国籍の子ども全員につ
いて、就学状況を確認した。

就学年齢の外国籍の子ども全員につ
いて、就学状況を確認した。

就学年齢の外国籍の子どもを対象と
して、就学状況を把握した。就学し
ていない子どもがいた場合には、保
護者へ就学を促した。

就学年齢の外国籍の子どもを対象と
して、就学状況を把握した。就学し
ていない子どもがいた場合には、保
護者へ就学を促した。

A:達成度70～
100%

就学状況を確認する際、保護者と連
絡が取れないケースがある。

2:継続

就学の機会が保障されていることを
確認するため、今後も、就学年齢の
外国籍の子ども全員を対象として、
就学状況を把握し、就学していない
子どもがいる場合には、保護者へ就
学を促す。

事業・施策
13

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

学校教育課

令和4年1月14日に外国人児童生徒
入学説明会を実施し、小学校新1年
生、中学校新1年生の保護者を対象
に、進学に向けた情報を伝えたり、
入学手続きを行ったりした。

令和5年1月に外国人児童生徒入学
説明会を実施し、小学校新1年生、
中学校新1年生の保護者を対象に、
進学に向けた情報を伝えたり、入学
手続きを行ったりした。

令和6年1月に外国人児童生徒入学
説明会を実施した。高等学校への進
学については、各校で、通訳員や音
声翻訳機を活用し、進路相談を実施
した。

令和7年1月に外国人児童生徒入学
説明会を実施した。高等学校への進
学については、各校で、通訳員や音
声翻訳機を活用し、進路相談を実施
した。

A:達成度70～
100%

外国人児童生徒だけでなく、その保
護者にも進学に関する情報提供を行
い、我が子の進路について自分事と
して考えてもらう。

2:継続

市立小学校や中学校の仕組みや学校
生活への理解を促すため、令和8年
1月に外国人児童生徒入学説明会を
実施する。高等学校への進学につい
ては、各校で、通訳員や音声翻訳機
を活用し、進路相談を実施する。

市民課

日本語教室委託事業の内、春のプレ
スクール、サマースクールで、保護
者へ日本の教育制度や学校生活につ
いて理解するための講座を行った。

日本語教室委託事業の内、春のプレ
スクール、サマースクールで、保護
者へ日本の教育制度や学校生活につ
いて理解するための講座を開催。

日本語教室委託事業の内、春のプレ
スクール、サマースクールで、保護
者へ日本の教育制度や学校生活につ
いて理解するための講座を開催。

日本語教室委託事業の内、春のプレ
スクール、子どもの日本語教室で、
保護者へ日本の教育制度や学校生活
について理解するための講座を開
催。

A:達成度70～
100%

日本語教室へ通う、児童・生徒の保
護者へは、教育制度や学校生活につ
いて伝える機会をつくることができ
ているが、それ以外の保護者へ啓発
する機会がない。

2:継続
日本語教室を通じた情報提供に加
え、広報を利用した啓発を行う。

基本施策3　子どもの教育環境の整備

就学状況の把握

全ての外国人の子どもについて、就学の機会を逃すことがないよう外国人学校等も含めた就学状況を把握します。

外国人児童生徒や保護者に対する教育についての意識啓発

外国人児童生徒及び保護者に対し、日本の教育制度の仕組みや学校生活、進学に関する情報提供を行い、就学意識の高揚と理解の促進に努めます。
また、外国人の子どもが社会で自立していくために重要な高等学校等への進学を促進するため、外国人児童生徒及び保護者に対し、進路ガイダンス・進路相談等の実施に努めます。
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基本施策3　子どもの教育環境の整備

事業・施策
14

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

学校教育課

2名の指導員、3名の通訳員を配置
し、授業支援や教育相談、保護者へ
の支援を実施した。音声通訳機を活
用し、支援を行った。

2名の指導員、3名の通訳員を配置
し、授業支援や教育相談、保護者へ
の支援を実施した。音声通訳機を活
用し、支援を行った。

指導員、通訳員を配置し、支援を行
う。ポルトガル語、スペイン語以外
の言語については、音声翻訳機を活
用し、学校生活への適応を支援し
た。

指導員、通訳員を配置し、支援を行
う。ポルトガル語、スペイン語以外
の言語については、音声翻訳機を活
用し、学校生活への適応を支援し
た。

A:達成度70～
100%

外国人児童生徒が増加傾向にあるた
め、以前よりも支援を必要とする家
庭が増えた。支援の需要が高まって
いるため、指導員や通訳員の負担が
大きくなっている。

2:継続

継続して指導員、通訳員を配置し、
支援を行う。ポルトガル語、スペイ
ン語以外の言語については、音声翻
訳機を活用し、学校生活への適応を
支援する。支援員、通訳員の負担軽
減についても配慮していく。

事業・施策
15

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

学校教育課
窓口で、外国人児童生徒の保護者に
対して、プレスクール事業を紹介
し、初期支援へつなげた。

窓口で、外国人児童生徒の保護者に
対して、プレスクール事業を紹介
し、初期支援へつなげた。

学校、国際交流協会、市民課と情報
共有し、外国人児童生徒が学校生活
にスムーズに適応できるように努め
た。

学校、国際交流協会、市民課と情報
共有し、外国人児童生徒が学校生活
にスムーズに適応できるよう、初期
支援へつなげた。

A:達成度70～
100%

初期支援は、日本語を学ぶ機会の始
まりであり、その後も継続した日本
語学習が大切である。

2:継続

外国人児童生徒に初期支援を行うこ
とで、児童生徒だけでなくその保護
者にも日本語学習の必要性を知って
もらう。

市民課

日本語教室委託事業として編入する
外国人児童生徒に対する通年プレス
クール事業は12名の児童生徒、未
就学児に対する春のプレスクール事
業は9名の児童生徒とその保護者が
参加し、日本語や学校生活について
学んだ。

編入する外国人児童生徒に対する通
年プレスクール事業は10名の児童
生徒、未就学児に対する春のプレス
クール事業は8名の児童生徒とその
保護者が参加し、日本語や学校生活
について学んだ。

編入する外国人児童生徒に対する通
年プレスクール事業は22名の児童
生徒、未就学児に対する春のプレス
クール事業は8名の児童生徒とその
保護者が参加し、日本語や学校生活
について学んだ。

編入する児童生徒に対する通年プレ
スクール事業は22名の児童生徒、
未就学児に対する春のプレスクール
事業は7名の児童生徒とその保護者
が参加し、日本語や学校生活につい
て学んだ。

A:達成度70～
100%

通年プレスクール事業の実施期間が
15日間では短く、学校生活を送るた
めに必要最低限のあいさつや生活習
慣ができるかどうかの状況。こども
が日本語で教科学習に入れるところ
まで、日本語の基礎を学べるよう事
業の見直しが必要。

1:拡大

学校での「特別の教育課程」と連携
したこどもの日本語教育目標を作成
し、こどもが日本語で教科学習に入
れるところまで日本語の基礎を学べ
るよう、初期支援事業を拡充する。

初期支援の実施

未就学児や編入する外国人児童生徒に対するプレスクール事業を実施し、日本語の習得を支援しながら日本の学校生活や文化について学ぶ機会を提供します。

外国人児童生徒や保護者に対する支援体制の充実

編入する外国人児童生徒の初期指導や授業支援、教育相談、保護者への支援を行う指導員や通訳員を小学校・中学校に派遣します。
指導員・通訳員のスキルアップに努めます。

10 



第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策3　子どもの教育環境の整備

事業・施策
16

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

学校教育課
外国人児童生徒が多い学校におい
て、日本語の取り出し指導を実施し
た。

外国人児童生徒が多い学校におい
て、日本語の取り出し指導を実施し
た。

外国人児童生徒が多い学校におい
て、日本語の取り出し指導を実施し
た。

外国人児童生徒が多い学校におい
て、日本語の取り出し指導を実施し
た。

A:達成度70～
100%

外国人児童生徒の日本語習得技能に
個人差があるため、個に応じた学習
支援が必要である。

2:継続
これまでと同様に、GIGAスクール
構想で配備されたタブレットも有効
活用し、学習支援を行っていく。

市民課

・日本語教室委託事業内で子どもの
日本語教室を行った。
・水曜日と金曜日の２教室合計で、
108名の児童生徒や保護者が勉強し
た。
・新居地区において児童・生徒を対
象とした日本語教室を試行し、令和
4年度から新しい教室を開始するた
めの準備を行った。

・日本語教室委託事業内で子どもの
日本語教室を行った。
・鷲津地区（水曜日と金曜日の合
計）で105名、新居地区で10名が
登録し日本語を勉強した。

・日本語教室委託事業内で子どもの
日本語教室を行った。
・鷲津地区（水曜日と金曜日の合
計）で121名、新居地区で12名が
登録し日本語を勉強した。

・日本語教室委託事業内で子どもの
日本語教室を行った。
・鷲津地区（水曜日と金曜日の合
計）で103名、新居地区で19名、
サマースクールに41名が登録し日
本語を勉強した。

S:計画以上の達成
・令和4年度から新居地区で日本語
教室を開催し、参加者が徐々に増え
ている。

2:継続
外国人市民のこどもの居場所や学習
支援の場など、さまざまな役割を持
ちながら、継続していく。

事業・施策
17

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

学校教育課
日本語指導を実施している学校や国
際交流協会、市民課と情報共有を
行った。

日本語指導を実施している学校や国
際交流協会、市民課と情報共有を
行った。

日本語指導を実施している学校や国
際交流協会、市民課と情報共有を
行った。

日本語指導を実施している学校や国
際交流協会、市民課と情報共有を
行った。

A:達成度70～
100%

常日頃から情報共有がしやすい関係
構築が重要である。

2:継続
今度も関係機関と連携しながら情報
共有を行っていく。

市民課

外国人児童生徒連絡協議会に日本語
指導を行っている学校の校長・湖西
国際交流協会・学校教育課・市民課
が参加し、子どもの日本語支援につ
いて情報共有や意見交換を行った。

外国人児童生徒連絡協議会への参加
や、日常業務を通じて、子どもの日
本語支援について情報共有や意見交
換を行った。

外国人児童生徒連絡協議会への参加
や、日常業務を通じて、子どもの日
本語支援について情報共有や意見交
換を行った。

主にこどもの日本語教育支援者を対
象とした日本語支援者養成講座を学
校教育課、湖西国際交流協会と共催
し、事業を通じて、外国人児童生徒
の支援について情報共有を行った。

A:達成度70～
100%

外国人児童生徒連絡協議会や、日常
業務での連携を通して、外国人児童
生徒の支援について課題共有ができ
ている。

2:継続
・外国人児童生徒支援連絡協議会へ
の参加を継続。

外国人児童生徒支援連絡協議会などを開催し、関係機関と外国人児童生徒の支援について情報共有や取組の検討を行います。

日本語の学習支援

外国人市民の子どもの日本語能力に応じた指導を進めるとともに、日本語指導担当教員等に対して外国人児童生徒教育の研修を実施します。学校における「特別の教育課程」による日本語指導や在籍学級における支援、
加配教員の配置、適応指導教室指導員の派遣等を充実するよう努めます。
また、子どもの日本語教室を開催し外国人市民の子どもが日本語を学べる機会を提供します。

外国人児童生徒支援に関する連携の強化
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策3　子どもの教育環境の整備

事業・施策
18

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

保育幼稚園課
（幼児教育課）

市立鷲津保育園に配置している通訳
員を、他の市立園へ定期的に巡回で
きるようにした。
・市立鷲津保育園 に通訳員 を一人
配置 。
・静岡県主催 のやさしい日本語研修
参加者 を募集 し3名 の参加 を予定
していたが、新型コロナウイルス感
染症の流行により中止となった。

市立鷲津保育園に通訳員をひとり配
置。
他の市立園に派遣して、子どもや保
護者と保育者とのコミュニケーショ
ンをとった。

市立新居幼稚園に通訳員をひとり配
置。
他の市立園に派遣して、子どもや保
護者と保育者とのコミュニケーショ
ンをとった。

市立新居幼稚園に通訳員をひとり配
置。
他の市立園に派遣して、こどもや保
護者と保育者とのコミュニケーショ
ンをとった。

A:達成度70～
100%

ポルトガル語、スペイン語以外の言
語への対応が求められることがあ
る。

2:継続

園児や保護者との意思疎通をスムー
ズに行い、健やかな園生活を送れる
よう、通訳員の配置や翻訳機の活
用、やさしい日本語での対応をしま
す。

事業・施策
19

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

学校教育課

・道徳、社会、英語などで、多文化
共生に関連した題材を取り上げた。
・ＡＬＴを全幼稚園、全小中学校に
派遣し、多文化理解を促進させる活
動を行った。

・道徳、社会、英語などで、多文化
共生に関連した題材を取り上げた。
・ＡＬＴを全幼稚園、全小中学校に
派遣し、多文化理解を促進させる活
動を行った。

・道徳、社会、英語などで、多文化
共生に関連した題材を取り上げた。
・ＡＬＴを全幼稚園、全小中学校に
派遣し、多文化理解を促進させる活
動を行った。

・道徳、社会、英語などで、多文化
共生に関連した題材を取り上げた。
・ＡＬＴを全幼稚園、全小中学校に
派遣し、多文化理解を促進させる活
動を行った。

A:達成度70～
100%

外国人児童生徒が増加傾向にあるた
め、多文化共生教育の必要性が高
まっている。

2:継続

これまでと同様に、授業やALTとの
関りを通して、言語・文化・習慣な
どの違いを認め合う教育を実施して
いく。

幼児教育・保育の充実

園児や保護者との意思疎通をスムーズに行い、健やかな園生活を送れるよう、通訳員の配置や翻訳機の活用、やさしい日本語での対応をします。

多文化共生・国際理解に関する教育の推進

異なる言語・文化・習慣などに配慮した教育や違いを認め合う多分化共生教育を行います。
外国語指導助手（ＡＬＴ）や外国人市民を活用し、多文化共生の視点に立った国際理解教育の推進に努めます。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

事業・施策
20

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

産業振興課
湖西市地域職業相談室にて外国人総
合相談を実施した。（R3年度相談
実績1,256人）

湖西市地域職業相談室にて外国人総
合相談を実施した。（R4年度相談
実績1,157人）

湖西市地域職業相談室にて外国人総
合相談を実施した。（R5年度相談
実績1,488人）

湖西市地域職業相談室にて外国人総
合相談を実施した。（R6年度相談
実績853人）

A:達成度70～
100%

特になし 2:継続
引き続き労働局と連携して、外国人
総合相談を開設する。

事業・施策
21

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

産業振興課
新型コロナウイルス感染症拡大の影
響に伴い実施しなかった。

湖西市商工会、職業訓練センターと
連携し、日本の生活習慣やマナーな
どの習得支援を実施した。（11
名）

湖西市商工会、職業訓練センターと
連携し、日本の生活習慣やマナーな
どの習得支援を実施した。（26
名）

技能実習生受入事業が実施されな
かった。

A:達成度70～
100%

特になし 4:休止 なし（休止）

市民課
新型コロナウイルス感染症拡大の影
響に伴い実施しなかった。

なし

湖西市商工会と連携し、技能実習生
に対する出前講座として「転入外国
人のための生活ガイド」を実施し
た。（13名対象）

なし
D:達成度29%以
下

湖西市商工会の技能実習生受入事業
の研修方法が変更となったため、技
能実習生や特定技能外国人が所属す
る事業所へ情報提供を行うよう事業
内容を変更する必要がある。

3:修正
特定技能外国人が所属する事業所
へ、出前講座などの情報提供を行
う。

基本施策4　労働環境の整備

ハローワークとの連携による就業支援

ハローワーク等と連携し、外国人相談コーナーの充実など就業支援を実施します。

技能実習生受入事業の支援

商工会の実施する技能実習生受入事業の支援を継続して行います。

13 



第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策4　労働環境の整備

事業・施策
22

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課

・企業向けメールマガジンで外国人
市民の雇用に係る情報を提供した。
・外国人市民雇用についての啓発チ
ラシを公共施設に配架した。

外国人雇用についての啓発チラシを
公共施設に配架した。

外国人雇用についての啓発チラシを
公共施設に配架した。

・外国人雇用についての講座情報を
事業所向け市公式LINEで配信した。

C:達成度30～
49%

情報提供の頻度が少ない。 3:修正

・事業所向け市公式LINEや届出の
あった特定技能外国人が所属する事
業所へ、人権保障や就労環境改善に
関わる講座などの情報提供を行う。

産業振興課
企業向けメールマガジンで外国人市
民の雇用に係る情報を提供した。

企業向けメールマガジンで外国人市
民の雇用に係る情報を提供した。

企業向けメールマガジンで外国人市
民の雇用に係る情報を提供した。

事業者向け公式LINEで外国人市民の
雇用に係る情報を提供した。

A:達成度70～
100%

特になし 2:継続
引き続き事業者向けの情報発信を行
う。

労働環境の整備の意識啓発

商工会や外国人市民の雇用に関わる企業と連携し、人権保障及び就労環境改善に向けた啓発に取り組みます。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

事業・施策
23

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

地域福祉課

・「災害時避難行動要支援者名簿」
の、ポルトガル語、スペイン語、やさ
しい日本語の案内をウェブサイトに掲
載した。
・「非課税世帯等臨時特別給付金」
の、ポルトガル語、スペイン語、やさ
しい日本語の「書き方」をウェブサイ
トに掲載し、受付窓口にも配置した。
また、受付窓口に翻訳機を配置した。
・「湖西市地域福祉計画」策定のため
の市民意識調査について、やさしい日
本語・ルビ付きで調査票を作成した。
（日本人にも同じ調査票を送ったが読
みづらいといった反応はなかった。）
・生理用品無償提供事業について多言
語版Facebookで案内した。
・「湖西市障害福祉のしおり」をポル
トガル語、スペイン語で作成した。
・特別児童扶養手当の通知と療育手帳
の面接案内をポルトガル語、スペイン
語、やさしい日本語で作成した。

・ポルトガル語、スペイン語に翻訳
した「湖西市障害福祉のしおり」を
対象者へ配布した。
・特別児童扶養手当の通知と療育手
帳の面接案内をポルトガル語、スペ
イン語、やさしい日本語で作成し配
布した。

・ポルトガル語、スペイン語に翻訳
した「湖西市障害福祉のしおり」を
対象者へ配布した。
・特別児童扶養手当の通知と療育手
帳の面接案内をポルトガル語、スペ
イン語、やさしい日本語で作成し配
布した。

・ポルトガル語、スペイン語に翻訳
した「湖西市障害福祉のしおり」を
対象者へ配布した。
・特別児童扶養手当の通知と療育手
帳の面接案内をポルトガル語、スペ
イン語、やさしい日本語で作成し配
布した。
・「物価高騰重点支援臨時給付金」
関係書類送付用封筒に、ポルトガル
語で「重要／大切な書類です。必ず
ご開封ください。」と記載した。

A:達成度70～
100%

障害福祉のしおりについては、ボ
リュームが多く、毎年度更新するに
当たり、多言語化には時間を要し、
日本語版から数か月遅れとなる。
該当しそうな箇所だけを多言語化と
するか、やさしい日本語の一本化で
もいいのではないかと感じている。

2:継続
必要に応じて、多言語化できるもの
は対応する。

子ども家庭課

【子育て支援係】
・児童手当の現況届・転出時の案内
をポルトガル語・スペイン語で用意
した。
・児童に関する行政手続きの案内を
ポルトガル語・スペイン語で用意
し、住基の異動があった場合に市民
課から配付した。
【母子保健係】
・各種健診の問診票、アンケート、
案内、ちらし、予防接種予診票等の
翻訳を実施した。
・幼児健診に通訳者を配置した。
・各種相談指導時に通訳者を配置し
た。

- - - 選択してください - 選択してください -

こども政策課
（子ども家庭

課）
-

・児童手当の現況届・転出時の案内
をポルトガル語・スペイン語で用意
した。
・児童に関する行政手続きの案内を
ポルトガル語・スペイン語で用意
し、出生や児童の転入があった場合
に市民課から配付した。

・こども計画策定に向けたアンケー
ト調査（5種類）について、ポルト
ガル語版（５種類）、英語版（２種
類）を作成して実施した。
・児童手当の現況届・転出時の案内
をポルトガル語・スペイン語で用意
した。
・児童に関する行政手続きの案内を
ポルトガル語・スペイン語で用意
し、住所の異動があった場合に市民
課から配布した。

・児童手当制度改正案内1件、こど
も医療費受給者証更新に関する案内
1件、多子世帯修学費用支援金案内
1件をポルトガル語・スペイン語に
翻訳した。

・児童手当の現況届・転出時の案内
をポルトガル語・スペイン語で用意
した。
・児童に関する行政手続きの案内を
ポルトガル語・スペイン語で用意
し、住所の異動があった場合に市民
課から配布した。

A:達成度70～
100%

案内の多言語化は着実に進めている
が、申請書等の多言語化までは及ん
でいない。窓口等での通訳の活用や
やさしい日本語で対応している。

2:継続

新しい制度や変更点がある制度な
ど、外国人市民のニーズの高い情報
から多言語化をさらに推進してい
く。

基本施策5　安心してくらせる環境づくり

医療・福祉サービスにおける案内や表示の多言語化と多言語・やさしい日本語での対応

医療や健康、子育てや介護などの福祉サービスについて多言語化による情報提供や問診票などの多言語化を促進します。
医療通訳者の適正な配置を継続して行います。また、健康・福祉に関する各種相談を多言語や、やさしい日本語で対応します。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策5　安心してくらせる環境づくり

こども未来課
（子ども家庭

課）
-

・やさしい日本語版の子育て支援セ
ンター案内リーフレットの検討・作
成
・子どもに関する相談についての場
所・日時・内容・方法・問い合わせ
先のチラシを、やさしい日本語・ポ
ルトガル語・スペイン語で配布。
・翻訳された各種健診の問診票、ア
ンケート、案内、ちらし、予防接種
予診票等を使用。
・乳児訪問や幼児健診に通訳者を配
置。
・各種相談指導時に通訳者を配置。

・やさしい日本語版の子育て支援セ
ンター案内リーフレットの検討・作
成した。
・翻訳された各種健診の問診票、ア
ンケート、案内、ちらし、予防接種
予診票等を使用。
・乳児訪問や幼児健診に通訳者を配
置する。

・やさしい日本語版の子育て支援セ
ンター案内リーフレットの検討・作
成した。
・翻訳された各種健診の問診票、ア
ンケート、案内、ちらし、予防接種
予診票等を使用。
・乳児訪問や幼児健診に通訳者を配
置する。

A:達成度70～
100%

・市役所以外の通訳に依頼している
が常勤の職員ではないため緊急に訪
問が入ったときに対応ができない。
・子育て相談（特に発達相談）で文
化の違いから相手の理解が得られず
支援につながらないことがある。

2:継続

ちらしや案内文については、可能な
かぎり今後も翻訳版を用意する。ス
ペイン語やポルトガル語以外につい
ては、市民課のタブレットで対応し
ていく

高齢者福祉課 なし なし なし

　65歳到達時の介護保険制度の案
内について、やさしい日本語及び多
言語で作成した。
　臨戸訪問時の介護保険料の案内に
ついて、やさしい日本語及び多言語
で作成した。

S:計画以上の達成
作成はしたものの、使用の機会は限
られている。

2:継続
作成した、やさしい日本語及び多言
語の案内の使用の機会を拡大してい
く。

健康増進課

・新型コロナワクチン接種用予診票
のポルトガル語・スペイン語の翻訳
版を接種会場に設置した。
・新型コロナ陽性者及び濃厚接触者
への食料支援制度の申請書をポルト
ガル語・スペイン語に翻訳した。
・保健指導用自己評価シートのポル
トガル語・スペイン語の翻訳をし
た。
・地域外来・検査センターへＰＣＲ
検査を受ける外国人向け説明書をポ
ルトガル語・スペイン語・ベトナム
語に翻訳し配布した。

・保健指導の相談会へ外国人市民の
予約があった場合に、ビデオ通訳タ
ブレットを借用し設置した。
・新型コロナワクチン集団接種会場
に翻訳機を１台設置した。
・特定保健指導用自己評価シートの
ポルトガル語・スペイン語翻訳版の
配布
・新型コロナワクチン接種用予診票
のポルトガル語・スペイン語の翻訳
版を接種会場に設置した。
・新型コロナ陽性者及び濃厚接種者
への食料支援制度の申請書をポルト
ガル語・スペイン語に翻訳し配布し
た。
・地域外来・検査センターへＰＣＲ
検査を受ける外国人向け説明書をポ
ルトガル語・スペイン語・ベトナム
語に翻訳し配布した。

・保健指導の相談会へ外国人の対象
者の予約があった場合に、ビデオ通
訳タブレットを借用し、設置する。
・新型コロナワクチン接種用予診票
のポルトガル語及びスペイン語の翻
訳版を接種会場に設置する。
・検診の問診票のポルトガル語及び
スペイン語翻訳版を、検診実施医療
機関へ配布。

・保健指導の相談会へ外国人の対象
者の予約があった場合に、ビデオ通
訳タブレットを借用し、設置する。

B:達成度50～
69%

国の共通様式を使用している資料や
提出書類などについて、多言語化が
自治体任せとなっているため、翻訳
が適時に対応ができない（間に合わ
ない）。

2:継続

国・県等の情報を収集し、予防接種
や検診についてやさしい日本語や多
言語の情報提供を検討し、充実を
図っていく。

医事課

通訳者が不在の緊急時に備え、翻訳
機を新規に導入した。
・院内案内表示：来院者が多いポル
トガル語で表示した。
・外来９科について、ポルトガル
語、スペイン語、英語、中国語の問
診票を設置した。
・ポルトガル語院内通訳１名が午前
中に常駐し、午後も必要に応じ、対
応した。
・派遣通訳実績が、９件あった。
（スペイン語７件、中国語１件、イ
ンドネシア語１件）
・通訳者が不在の緊急時には翻訳機
を使った。
・新型コロナウイルスの受診につい
ての問診票や検査案内等は、ポルト
ガル語、スペイン語、英語、ベトナ
ム語版を作成、使用した。

・診療に必要な通訳や情報提供に関
する掲示等について、可能な限り多
言語に対応した。
・ポルトガル語院内通訳1名が午前
中に常駐し、午後も必要に応じ対応
した。
・通訳者が不在の緊急時には翻訳機
を使い対応した。
・新型コロナウイルスにかかる問診
票や検査案内等は、ポルトガル語、
スペイン語、英語、ベトナム語に対
応した。

診療に必要な通訳や情報提供に関す
る掲示について、可能な限り多言語
に対応。
・ポルトガル語通訳の常駐（平日午
前、午後は適宜対応）
・翻訳機の活用

診療に必要な通訳や情報提供に関す
る掲示について、可能な限り多言語
に対応。
・ポルトガル語通訳の常駐（平日午
前、午後は適宜対応）
・翻訳機の活用

A:達成度70～
100%

同時に複数人対応を要する際のマン
パワー不足

2:継続

診療に必要な通訳や情報提供に関す
る掲示について、可能な限り多言語
に対応。
・ポルトガル語通訳の常駐（平日午
前、午後は適宜対応）
・翻訳機の活用
・掲示内容や情報提供方法を工夫
し、伝達機会・手段の充足を図る。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策5　安心してくらせる環境づくり

事業・施策
24

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

保険年金課

【国保年金係】
パンフレット（8か国語）を作成
し、国民健康保険制度の案内をし
た。
「やさしい日本語」を基にした国民
健康保険の加入・脱退勧奨通知をポ
ルトガル語・スペイン語で作成し、
対象者に送付した。

【後期高齢者医療係】
保険の加入通知、督促状、催告書、
臨戸訪問の不在差し置き通知書、療
養費の申請勧奨通知をポルトガル
語、スペイン語で作成し使用した。

【国保年金係】
・「やさしい日本語」を基にした国
民健康保険の加入・脱退勧奨通知を
英語で作成し、対象者に送付した。
【国保年金係】
パンフレット（８か国語）を作成
し、国民健康保険制度の案内をし
た。
「やさしい日本語」を基にした国民
健康保険の加入・脱退勧奨通知をポ
ルトガル語・スペイン語で作成し、
対象者に送付した。

【後期高齢者医療係】
保険の加入通知、督促状、催告書、
臨戸訪問の不在差し置き通知、療養
費の申請勧奨通知をポルトガル語、
スペイン語で作成し使用した。

【国保年金係】
パンフレット（８か国語）を作成
し、国民健康保険制度の案内をし
た。
「やさしい日本語」を基にした国民
健康保険の加入・脱退勧奨通知をポ
ルトガル語・スペイン語で作成し、
対象者に送付した。

【後期高齢者医療係】
保険の加入通知、督促状、催告書、
臨戸訪問の不在差し置き通知、療養
費の申請勧奨通知をポルトガル語、
スペイン語で作成し使用した。

【国保年金係】
パンフレット（８か国語）を作成
し、国民健康保険制度の案内をし
た。
「やさしい日本語」を基にした国民
健康保険の加入・脱退勧奨通知をポ
ルトガル語・スペイン語で作成し、
対象者に送付した。

【後期高齢者医療係】
保険の加入通知、督促状、催告書、
臨戸訪問の不在差し置き通知、療養
費の申請勧奨通知をポルトガル語、
スペイン語で作成し使用した。

A:達成度70～
100%

主要な通知についての多言語化は概
ね対応できている。

2:継続 対応言語を増やす。

事業・施策
25

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

警防課

119番通報時における外国語緊急通
報電話通訳の紹介について、広報こ
さい・多言語版Facebookに掲載し
た。
昨年度に引き続き、外国語緊急通報
等電話通訳業務について、事業者と
委託契約を締結し、運用した。119
番通報時に三者間通話にて通訳対応
した。（ポルトガル語４件、スペイ
ン語２件、英語１件）

昨年度に引き続き、外国語緊急通報
等電話通訳業務について、事業者と
委託契約を締結し、運用した。119
番通報時に三者間通話にて通訳対応
した。（ポルトガル語9件、英語1
件）

・昨年度に引き続き、外国語緊急通
報等電話通訳業務について、事業者
と委託契約を締結し運用した。
（21ヶ言語対応）
・119番通報時及び救急等災害現場
において、通訳者を介した三者間通
話及び音声翻訳アプリにて対応を実
施した。
※119番通報時通訳3件（ポルトガ
ル語2件、ベトナム語1件）、救急
出動時通訳1件（ポルトガル語1
件）

・昨年度に引き続き、外国語緊急通
報等電話通訳業務について、事業者
と委託契約を締結し運用した。
（21ヶ言語対応）
・119番通報時及び救急等災害現場
において、通訳者を介した三者間通
話及び音声翻訳アプリにて対応を実
施した。
※119番通報時通訳0件

A:達成度70～
100%

課題なし 2:継続

・例年と同様に外国語緊急通報等電
話通訳業務について、事業者と委託
契約を締結運用し。119番通報時及
び救急等災害現場において、通訳者
を介した三者間通話及び音声翻訳ア
プリにて対応を実施する。

火災・救急通報への多言語での対応

火災・救急の119番通報時における緊急通報電話等通訳の活用、火災・救急現場における音声翻訳アプリ、緊急通報等電話通訳の活用を継続します。外国人市民に対し、火災・救急時の対応方法を周知します。

健康保険・年金の周知と加入促進

健康保険・年金制度について情報提供や案内・通知などの多言語化と、やさしい日本語対応を行い、加入を促進します。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

事業・施策
26

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

危機管理課
ＫＯＫＯまつりに交通安全に関する
ブースを出展し、外国人向けに周知
した。

ＫＯＫＯまつりに交通安全に関する
ブースを出展し、外国人市民へ周知
した。

ＫＯＫＯまつりに交通安全に関する
ブースを出展し、外国人市民へ周知
した。

ＫＯＫＯまつりに交通安全に関する
ブースを出展し、外国人市民へ周知
した。

A:達成度70～
100%

ＫＯＫＯまつりに交通安全に関する
ブースを出展することで、外国人市
民へ防犯対策や交通安全対策の情報
を周知できた。

2:継続

引き続き、防犯対策や交通安全対策
の情報を周知するため、ＫＯＫＯま
つりに交通安全に関するブースを出
展する。

事業・施策
27

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

危機管理課
外国人向けに防災出前講座を実施し
た。

外国人市民へ防災出前講座を実施し
た。

外国人市民へ防災出前講座を実施し
た。

外国人市民へ防災出前講座を実施し
た。

A:達成度70～
100%

外国人市民を対象に地震などの自然
災害に関する知識や防災に関して周
知啓発を行うことができた。

2:継続
引き続き出前講座を通じて防災に関
する知識の習得を促進していく。

予防課

新型コロナウィルス感染症拡大によ
り、外国人技能実習生向けの防火に
関する出前講座の申し込みは無かっ
た。

外国人技能実習生向けに防火に関す
る出前講座を実施した。

外国人技能実習生向けに防火に関す
る出前講座を実施した。

外国人技能実習生向けに防火に関す
る出前講座を2回実施し、11名が受
講した。

A:達成度70～
100%

なし 2:継続
申込に応じて、防火に関する出前講
座を実施する。

基本施策6　防犯・交通安全・防災の意識啓発

防犯・交通安全に関する意識の啓発

防犯・交通ルールに関する情報提供の多言語化や、やさしい日本語化を促進し、周知を行います。
防犯対策や交通安全対策の情報を周知する講座などを外国人市民を対象に開催します。

防災に関する周知や意識の啓発

地震などの自然災害に関する知識や防災に関する情報提供を多言語や、やさしい日本語を用いて行い、外国人市民の防災意識の向上と、災害時の被害の軽減を図ります。防災意識を啓発するためのイベント・出前講座な
どを行い、外国人市民の防災基礎知識の習得を促進します。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策6　防犯・交通安全・防災の意識啓発

事業・施策
28

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

危機管理課 なし なし なし なし
D:達成度29%以
下

災害時多言語ボランティアの人材自
体が不足しており、確保が難しい。

4:休止
外国人市民の防災訓練への参加を呼
びかけ、地域と外国人市民との直接
的な関係の構築を促す。

市民課 なし なし
被災外国人支援研修会を、庁内及び
関係機関を対象に実施し、災害時の
外国人支援について学んだ。

湖西市広域受援計画資料編に、外部
からの外国人支援ボランティア派遣
要請についての手順を定めた。

B:達成度50～
69%

独自に人材育成を実施することが難
しい。

4:休止

・広域で開催される講座情報を収集
し、広報を行う。
・外部からの支援受入体制について
研究する。

災害時に有用な人材育成の検討

災害時多言語ボランティアなど、災害時に地域で活躍できる人材の育成について検討します。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策6　防犯・交通安全・防災の意識啓発

事業・施策
29

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

危機管理課

・同報無線の内容をやさしい日本語
にして、防災ほっとメール及びＬＩ
ＮＥで配信した。
・避難所の多言語案内表示を８言語
で作成し、配置した。
防災ほっとメールを、ポルトガル
語・スペイン語・やさしい日本語で
配信した。

避難所運営マニュアル（共通編）の
ポルトガル語版を作成した。
防災ほっとメール及びＬＩＮＥを、
ポルトガル語・スペイン語・やさし
い日本語で配信した。

ハザードマップのポルトガル語版を
作成し、令和５年度総合防災訓練で
配付及びウェブサイトで周知した。
また、外国語版広報紙（インフォル
マチーボ）に挟み込むように市民課
に依頼した。
防災ほっとメール及びＬＩＮＥを、
ポルトガル語・スペイン語・やさし
い日本語で配信した。

防災ほっとメール及びＬＩＮＥを、
ポルトガル語・スペイン語・やさし
い日本語で配信した。

A:達成度70～
100%

同報無線の多言語放送がなされ、避
難所の表示物の多言語化が行われ
た。

2:継続
引き続き、同報無線の多言語放送が
なされ、避難所の表示物の多言語化
を行っていく。

秘書広報課
やさしい日本語の防災ほっとメール
をLINEでも受け取れるようにした。

やさしい日本語の防災ほっとメール
がLINEでも受け取れる機能を引き続
き提供した。

引き続きやさしい日本語の防災ほっ
とメールがLINEでも受け取れる機能
を提供した。

引き続きやさしい日本語の防災ほっ
とメールがLINEでも受け取れる機能
を提供した。

A:達成度70～
100%

防災ほっとメールを使用して発信す
る課、関係団体がやさしい日本語を
理解して発信する必要がある。

2:継続
引き続き他市等の状況について情報
を収集し、多言語の情報発信の充実
を図る。

市民課

危機管理課が作成した避難所の多言
語案内表示の翻訳に協力した。
防災ほっとメールの多言語版につい
て、ちらしを配架したり、多言語版
広報紙へ掲載したりして、周知し
た。

・台風の注意情報を多言語版
Facebookで配信した。
・防災ほっとメールの登録につい
て、年3回の防災訓練広報と同時
に、外国語版広報紙により広報を
行った。

（一財）自治体国際化協会が公開し
ている「多言語指さしボード」を各
指定避難所に設置。
・台風の注意情報を多言語版
Facebookで配信した。
・防災ほっとメールの登録につい
て、年３回の防災訓練広報と同時
に、外国語版広報紙により広報を
行った。

・台風の注意情報を多言語版
Facebookで配信した。
・防災ほっとメールの登録につい
て、年３回の防災訓練広報と同時
に、外国語版広報紙により広報を
行った。

A:達成度70～
100%

防災ほっとメールの登録数が伸びな
い。

3:修正

多言語版Facebook、防災ほっと
メールを利用した情報提供を継続す
るとともに、防災ほっとメールの登
録の増加を目指す。

災害時の同報無線の多言語放送や、防災ほっとメールの多言語版の充実を図ります。
また、避難所の表示物の多言語化を促進します。

災害時の情報伝達手段の多言語化
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策6　防犯・交通安全・防災の意識啓発

事業・施策
30

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

危機管理課
市役所における防災体制に外国人支
援班を設置した。

被災外国人支援関係機関連携研修に
参加し、災害時の外国人支援の心構
えや準備について学んだ。

被災外国人支援関係機関連携研修に
参加し、災害時の外国人支援の心構
えや準備について学んだ。

災害時の外国人対応における応援体
制を明確にするため、広域受援計画
の策定を推進した。

A:達成度70～
100%

避難所における外国人市民の受入れ
体制

5:完了(事業の目
的を達成)

市民課

・市役所における防災体制に外国人
支援班が設置された。
・外国人支援班マニュアルを作成し
た。

・9月の防災訓練時に、外国人支援
班マニュアルについて不明点を出し
合い、調査及び修正を行った。
・多文化共生セミナーとして災害時
被災外国人支援関係機関連携研修を
開催し、災害時の外国人支援の心構
えや準備について学ぶ機会を作るこ
とができた。
・12月の防災訓練時に、災害時被
災外国人関係機関連携研修で出た課
題について検証し改善方法の検討を
行った。

・防災訓練時に、市民課アカウント
のFacebookを利用し避難情報の発
信訓練を実施した。
被災外国人支援研修会を、庁内及び
関係機関を対象に実施し、災害時の
外国人支援について学んだ。（再
掲）

外国人支援班として、湖西市広域受
援計画資料編に、外部からの外国人
支援ボランティア派遣要請について
の手順を定めた。

A:達成度70～
100%

・市役所における防災体制に外国人
支援班が設置され、被災時の外国人
支援についてマニュアル作成や連携
先との研修を実施することができ
た。
・今後は、平時に事前準備・調整す
るべきことを把握し、事前準備を進
めていくことが必要。

2:継続

・外国人支援班として、被災時の外
国人支援について、マニュアルの更
新と訓練を継続する。
・平時に事前準備・調整するべきこ
とを把握し、事前準備を進めてい
く。

災害時の外国人対応の明確化

災害時の市役所における外国人市民への対応を行う体制を整えます。
関係機関の連携内容を明確にします。
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第3次湖西市多文化共生推進プラン（2021－2025）　実施状況確認シート  

基本施策6　防犯・交通安全・防災の意識啓発

事業・施策
31

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

危機管理課

静岡県主催のやさしい日本語研修参
加者を募集し3名の参加を予定して
いたが、新型コロナウイルス感染症
の流行により中止となった。

自主防災会に対して外国語の防災訓
練ポスターを配布した。

自主防災会に対して外国語の防災訓
練ポスターを配布した。

自主防災会に対して外国語の防災訓
練ポスターを配布した。

A:達成度70～
100%

訓練の実績報告の外国人参加者数が
少ない。ただ、誰を外国人市民とみ
なしてカウントするかは、自主防災
会の考えによる。
自主防災会に対して外国語の防災訓
練ポスターを配布し、防災訓練への
参加を促した。

2:継続
引き続き、外国人市民の防災訓練等
への参加を促す。

市民課

地域防災指導員を講師に、自治会の
防災関係者と外国人市民が一緒に災
害時の避難所運営について学ぶＨＵ
Ｇ体験を、静岡県国際交流協会と、
共催した。
多言語版広報紙に、防災訓練の案内
を掲載した。

９月、12月、3月の防災訓練につい
て、多言語版広報紙で周知した。

９月、12月、3月の防災訓練につい
て、多言語版広報紙で周知した。

・９月、12月、3月の防災訓練につ
いて、多言語版広報紙で周知した。
・自主防災会のマニュアルを翻訳し
た。（1自主防災会・1件）

B:達成度50～
69%

外国人市民が広報を見ただけで、防
災訓練へ参加する行動につなげるこ
とは難しい。そのため、知り合いや
職場などを通して、地域社会に入る
きっかけづくりができる方法を検討
する必要がある。

3:修正

・多言語版広報紙での防災訓練周
知、及び自主防災会への外国語通
訳・翻訳制度を継続する。
・長年地域で暮らす外国人市民や、
外国人市民を雇用する事業所を通じ
た、地域社会への参画について研究
する。

自主防災活動への外国人市民の参画

外国人市民の防災訓練等への参加を促進するとともに、自主防災会における外国人市民の受入れについて理解の促進を図ります。
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事業・施策
32

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課
中学校にて「多文化共生」をテーマ
にした出前講座を行った。

第4次地域福祉計画策定員会に出席
し、多文化共生と地域福祉のつなが
りについて説明を行った。
外国人総合窓口やイベントにおい
て、多文化共生について啓発品によ
る広報を行った。

外国人総合窓口やイベントにおい
て、多文化共生について啓発品によ
る広報を行った。

・多文化共生の出前講座を2団体に
行った。
・多文化共生に関する事業所調査に
合わせ、多文化共生の出前講座の広
報を行った。

A:達成度70～
100%

・出前講座は実績がない年度もある
が、講座内容を更新しながら実施で
きている。
・人権尊重を視点とした広報が不足
している。

2:継続
・出前講座の実施を継続する。
・人権尊重と多文化共生について広
報を行う。

事業・施策
33

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課

新型コロナワクチン接種会場での通
訳配置について提案し、高齢者接種
での通訳対応を行った。
各課から依頼される翻訳原稿を確認
し、外国人市民が見たときにわかり
やすい書き方への修正を提案した。

外国人市民がグループで転入手続き
をする際の窓口対応は、待ち時間短
縮のため案内を工夫していることが
わかった。また、生活ガイドの実施
についても検討したが、場所の確保
ができないため実施できなかった。
各課から依頼される翻訳原稿を確認
し、外国人市民が見たときにわかり
やすい書き方への修正を提案した。

各課から依頼される翻訳原稿を確認
し、外国人市民が見たときにわかり
やすい書き方への修正を提案した。

・各課から依頼される翻訳原稿を確
認し、外国人市民が見たときにわか
りやすい書き方への修正を提案し
た。

B:達成度50～
69%

・翻訳や通訳の利用は進んでいる
が、各課の施策に多文化共生の視点
をもつことは、あまり広がっていな
い。

2:継続

・各課への啓発や業務提案を継続す
る。
・職員研修を行い、市職員が多文化
共生について考える機会とする。

基本施策7　多文化共生の意識づくり

人権尊重を視点とした多文化共生の推進

出前講座や広報などを通じて人権尊重を視点とした多文化共生への理解を促進します。

市職員への多文化共生についての意識啓発

市職員が多文化共生の視点を持って窓口での対応や施策を行うことができるよう、啓発や業務提案を行います。
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基本施策7　多文化共生の意識づくり

事業・施策
34

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

廃棄物対策課

外国人市民が多く住むアパートでご
み分別出前講座を行った。
・外国語ごみカレンダー及びごみガ
イドブックの配布を行った。
・ごみ分別アプリ配信をした。（ポ
ルトガル語、スペイン語、英語、中
国語）

・外国人技能実習生へのごみ分別出
前講座を行った。
・ごみの持ち込み予約システムを多
言語で運用開始した。（ポルトガル
語、スペイン語）
・外国人市民が多く住むアパートで
ごみ分別出前講座を行った。
・外国語ごみカレンダー及びごみガ
イドブックの配布を行った。
・ごみ分別アプリ配信をした。（ポ
ルトガル語、スペイン語、英語、中
国語）

・（7月30日）湖西国際交流協会が
実施する日本語教室の時間に出前講
座として「正しいゴミの出し方講座
（ＢＢＱのときのゴミの分別につい
て）」を行った。
・外国語ごみカレンダー及びごみガ
イドブックの配布を行った。
・ごみ分別アプリ配信をした。（ポ
ルトガル語、スペイン語、英語、中
国語）

・湖西国際交流協会が実施する
KOKOまつりに参加し、正しいゴミ
の出し方について啓発を行った。
・外国語ごみカレンダーの配布を
行った。
・外国語ごみカレンダーにインドネ
シア語、ベトナム語を追加した。
・ごみ分別アプリ配信をした。（ポ
ルトガル語、スペイン語、英語、中
国語）

A:達成度70～
100%

外国人が多く居住している地区のご
みステーションの状況が悪い箇所が
多い。

2:継続
・今後もいろいろな機会を設け、ご
み分別への啓発を行う。

産業振興課
企業向けメールマガジンで外国語版
広報紙のＵＲＬを情報提供した。

企業向けメールマガジンで外国語版
広報紙のＵＲＬを情報提供した。

企業向けメールマガジンで外国語版
広報紙のＵＲＬを情報提供した。

企業向けメールマガジンが廃止され
たため実施しなかった。

A:達成度70～
100%

4:休止

市民課

・ごみカレンダー・ごみガイドブッ
クなどをその他の案内と一緒に、転
入手続き時に配布した。
・多文化共生・国際交流推進業務委
託の業務内容として、日本社会や地
域社会のルール・行政への理解を深
めることを目的とした講座の開催を
取り入れている。

ごみカレンダー・ごみガイドブック
などをその他の案内と一緒に、転入
手続き時に配布した。

ごみカレンダー・ごみガイドブック
などをその他の案内と一緒に、転入
手続き時に配布した。

ごみカレンダー・ごみガイドブッ
ク、生活ガイドブック、生活ガイド
動画チラシなどを、その他の案内と
一緒に、転入手続き時に配布した。

A:達成度70～
100%

・ごみの出し方については、様々な
方法で周知を行うことができてい
る。
・外国人を雇用する企業と連携した
取組みが進んでいない。

3:修正

・転入手続き時の案内配布、多文化
共生・国際交流推進業務委託での講
座開催は継続する。
・ルールやマナーを啓発できる広報
媒体を外国人を雇用する企業が利用
できるよう情報提供を行う。

生活ルールの理解促進

ごみの出し方や生活のマナーなど地域社会のルールについて外国人総合窓口や出前講座などを活用し、外国人市民にも分かりやすく周知するとともに、外国人市民を雇用する企業等と連携した啓発に取り組み、日本で生
活するためのマナーや生活習慣の理解促進に努めます。
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基本施策7　多文化共生の意識づくり

事業・施策
35

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課 なし
各種審議会などの委員選出が多い時
期に合わせ、外国人市民の積極的な
登用を市役所内の各課へ依頼した。

各種審議会などの委員選出が多い時
期に合わせ、外国人市民の積極的な
登用を市役所内の各課へ依頼した。

・外国籍市民意識調査を実施し、調
査結果を市ウェブサイトや市役所内
で公表した。

C:達成度30～
49%

・外国人市民の委員登用は、人材の
把握が不足しているため、積極的な
登用につながっていない。
・市民課以外で実施するアンケート
調査でも、多言語で調査票を送付す
る例が見られるようになってきた。

2:継続

・外国人市民の人材を把握する取組
み
・庁内推進委員会において、審議会
や委員会などへの外国人市民の登用
を働きかけ
・市役所各課で行うアンケート調査
を多言語で実施するノウハウの共有

外国人市民の意見などの市政への反映

外国人市民の意見や要望を市政に反映させるため、審議会や委員会などに外国人市民が登用される環境を整備します。また、各種審議会などへの外国人市民の登用を推進します。
外国人市民への意識調査など広く意見を聴取する機会を確保します。
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事業・施策
36

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課

・自治会長への説明会資料に、ポル
トガル語・スペイン語翻訳事業につ
いての案内を掲載した。
・地域防災指導員を講師に、自治会
の防災関係者と外国人市民が一緒に
災害時の避難所運営について学ぶＨ
ＵＧ体験を、静岡県国際交流協会
と、共催した（再掲）。
・外国語版広報紙に防災訓練につい
ての記事を掲載した。
・自治会が発行するお知らせをポル
トガル語・スペイン語に翻訳した。
（3 自治会・５件の翻訳）

・外国語版広報紙において、年３回
防災訓練の周知を行った。
・自治会が発行するお知らせをポル
トガル語・スペイン語・中国語に翻
訳した（3自治会・３件の翻訳）。
また、自治会からの要請により役員
会へ通訳派遣を行った。

・外国語版広報紙において、年３回
防災訓練の周知を行った。
・自治会が発行するお知らせをポル
トガル語・スペイン語・中国語に翻
訳した（２自治会・２件の翻訳）。
また、自治会からの要請により役員
会へ通訳派遣を行った。

・外国語版広報紙において、年3回
防災訓練の周知を行った。
・自治会連合会研修会において、外
国語通訳・翻訳制度の紹介を行っ
た。
・自治会や自主防災会が発行するお
知らせをポルトガル語・スペイン
語・英語に翻訳した（3自治会・3
件、1自主防災会・1件の翻訳）。
また、自治会からの要請により役員
会へ通訳派遣を行った。
・自治会加入案内チラシを転入手続
き時に配布した。

A:達成度70～
100%

・自治会、自主防災会において外国
語通訳・翻訳制度が利用されてい
る。自治会や自主防災会の役員は、
1～2年で交代するため、継続した事
業の周知が必要。
・外国人市民がチラシを見ただけ
で、自治会加入や防災訓練への参加
といった行動をとることは難しい。

3:修正

・自治会、自主防災会の外国語通
訳・翻訳制度の利用制度を継続し、
地域社会での受け入れを支援する。
・知り合いや職場などを通して、地
域社会に入るきっかけづくりができ
る方法を検討することが必要。

危機管理課

外国人と日本人の両方を対象とした
防災出前講座（県国際交流協会から
の申込）の実施により、外国人市民
の地域社会への参画促進及び外国人
市民の地域社会での受入れが図られ
た。
申込に応じて、防災出前講座を実施
する。

外国人向けに防災出前講座を実施し
た。

外国人向けに防災出前講座を実施し
た。

外国人市民へ防災出前講座を実施し
た。

A:達成度70～
100%

外国人市民を対象に地震などの自然
災害に関する知識や防災に関して周
知啓発を行うことができた。

2:継続

引き続き出前講座を通じて防災に関
する知識の習得を促進し,外国人市民
の地域社会での受け入れの一助とす
る。

学校教育課
ＰＴＡ活動の案内等、文書の翻訳を
つけ、保護者に参加を呼びかけた。

ＰＴＡ活動の案内等、文書の翻訳を
つけ、保護者に参加を呼びかけた。

学校行事やＰＴＡ活動などの案内文
書に翻訳をつけ、保護者に参加を呼
びかけた。

学校行事やＰＴＡ活動などの案内文
書に翻訳をつけ、保護者に参加を呼
びかけた。

A:達成度70～
100%

学校行事やPTA活動などの参加につ
いては、家庭で差がある。

2:継続

引き続き、学校行事やＰＴＡ活動な
どの案内文書に翻訳をつけ、学校か
ら家庭への連絡メールを活用し保護
者に参加を呼びかける。

基本施策8　地域社会への参加促進

外国人市民の地域社会への参画

自治会、自主防災会、ＰＴＡ活動などを紹介し外国人市民の地域社会への参画を促進します。
また、外国人市民を地域社会での受け入れることについて理解を促進します。
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基本施策8　地域社会への参加促進

事業・施策
37

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課

・多文化共生・国際交流推進業務委
託において、講座やイベントを実施
した。（5講座136人、イベント1
回1,254人）
・地域防災指導員を講師に、自治会
の防災関係者と外国人市民が一緒に
災害時の避難所運営について学ぶ
HUG体験を、静岡県国際交流協会
と、共催した。【再掲】

・多文化共生・国際交流推進業務委
託において、講座やイベントを実施
した。（5講座160人、イベント1
回1,812人）
・多文化共生セミナーとして被災外
国人支援関係機関連携研修を開催
し、災害時の外国人支援の心構えや
準備について関係機関と学ぶ機会を
作ることができた（再掲）。

・多文化共生・国際交流推進業務委
託において、講座やイベントを実施
した。（7講座303人、イベント1
回1,５００人）
・多文化共生セミナーとして被災外
国人支援関係機関連携研修を開催
し、災害時の外国人支援の心構えや
準備について関係機関と学ぶ機会を
作ることができた（再掲）。

多文化共生・国際交流推進業務委託
において、講座やイベントを実施し
た。（5講座259人、イベント1回
約2,400人）

B:達成度50～
69%

・多文化共生・国際交流推進業務委
託による講座やイベントは、講座内
容が毎年度見直され、参加者も増加
傾向にある。
・多文化共生に関する活動の核とな
る場の検討については、具体的な検
討がされていない。

3:修正

・交流機会は、外国人市民、日本人
市民の相互理解や多文化共生意識の
浸透に効果的であり、講座やイベン
トの開催を継続する。
・市民活動センターエミーナの施設
管理計画に合わせ、多文化共生に関
する活動の核となる場を検討する。

事業・施策
38

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課
多文化共生・国際交流推進業務委託
において、多文化共生を推進する団
体や個人等の支援を行った。

多文化共生・国際交流推進業務委託
において、多文化共生を推進する団
体や個人へ協力や情報提供を行っ
た。

多文化共生・国際交流推進業務委託
において、多文化共生を推進する団
体や個人へ協力や情報提供を行っ
た。

多文化共生・国際交流推進業務委託
において、多文化共生を推進する団
体や個人へ協力や情報提供を行っ
た。

A:達成度70～
100%

多文化共生を推進する団体や個人か
らの協力依頼に対し、多文化共生・
国際交流推進業務受託者である湖西
国際交流協会により講座開催、人材
の紹介、情報提供などの支援をする
ことができている。

2:継続
多文化共生・国際交流推進業務委託
を通じた支援を継続していく。

多文化共生の視点での活動の推進

多文化共生意識及び相互理解を含め、外国人市民が地域社会とつながる機会・場をつくるため、多文化共生の視点での講座などを市内各地域で行います。
また、多文化共生に関する活動を推進するため、市の公共施設再配置計画に合わせ、活動の核となる場を検討していきます。

市民団体の活動支援

湖西国際交流協会をはじめとする多文化共生や国際交流を行っている市民団体の主体的な活動を支援します。
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基本施策8　地域社会への参加促進

事業・施策
39

内容

担当課 2021(令和3)年度実績 2022(令和4)年度実績 2023(令和5)年度実績 2024(令和6)年度実績
4年間の自己評価

（区分S～D)
課題・成果

今後の方向性
(区分1～5)

今後の方向性の内容

市民課
多文化共生・国際交流推進業務委託
において、多文化共生を推進する団
体や個人等の支援を行った。

多文化共生・国際交流推進業務委託
において、多文化共生を推進する団
体や個人へ協力や情報提供を行っ
た。

多文化共生・国際交流推進業務委託
において、多文化共生を推進する団
体や個人へ協力や情報提供を行っ
た。

多文化共生・国際交流推進業務委託
において、多文化共生を推進する団
体や個人へ協力や情報提供を行っ
た。

A:達成度70～
100%

多文化共生・国際交流推進業務委託
において、多文化共生を推進する団
体や個人へ協力や情報提供を行うこ
とができている。

2:継続
多文化共生・国際交流推進業務委託
を通じた支援を継続する。

多文化共生に関わる活動の担い手、人づくり

多文化共生に取り組む人材や各種団体、開放的な外国人市民のネットワークの発掘・育成に努めます。また、多文化共生の担い手の連携を支援します。
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